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足 立 区 産 業 振 興 館
○
三
十
二
万
人
の
人
口
を
有
し
、

千
葉
、
埼
玉
の
両
県
と
都
を
結
ぶ

ル
ー
ト
の
要
衡
を
占
め
て
い
る
本

区
に
、
区
民
活
動
の
中
心
と
な
る

公
民
館
の
な
か
つ
た
こ
と
は
、
区

政
は
も
と
よ
り
種
々
の
面
で
、
区

の
発
展
に
少
か
ら
ず
制
約
を
及
ぼ

し
て
い
ま
し
た
。産
業
面
に
お
い

て
も
都
内
は
も
と
よ
り
近
県
に
な

い
生
産
地
と
し
て
大
い
に
発
展
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
広
く
招

介
す
る
場
所
が
な
か
つ
た
た
め
業

者
の
不
便
も
又
大
き
な
も
の
で
し

た
。

○
そ
こ
で
こ
の
産
業
を
よ
り
振
興

し
、
区
民
の
生
活
、
文
化
の
改
善

向
上
を
う
な
が
し
区
の
発
展
を
は

か
る
た
め
、
こ
ん
ど
公
民
館
の
性

格
を
併
せ
も
つ
産
業
振
興
館
を
建

設
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
す
。

○
同
館
の
工
事
現
場
に
は
毎
日
数

十
名
の
区
民
の
方
々
が
集
ま
り
、

ど
し
ー
ん
、
ど
し
ー
ん
と
い
う
力

強
い
杭
打
ち
工
事
の
音
に
、完
成

後
の
期
待
を
か
け
て
、
急
ピ
ツ
チ

で
行
わ
れ
て
い
る
基
礎
工
事
を
見

守
つ
て
お
り
ま
す
。
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区
民
の
総
意
で
―

区
民
の
産
業
振
興
館
(
公
民
館
)を

足
立
区
は
首
都
東
京
の
北
門
を
扼

し
そ
の
面
積
は
二
十
三
区
中
第
二

位
で
、
人
口
も
又
年
々
増
加
の
一

途
を
辿
り
、
今
や
三
十
二
万
に
達

せ
ん
と
し
、
関
東
以
北
で
は
仙
台

市
及
び
札
幌
市
に
次
ぐ
輝
か
し
い

躍
進
区
で
あ
り
ま
す
。殊
に
産
業

に
お
い
て
は
二
千
有
余
の
工
場
、

五
千
四
百
有
余
軒
の
商
店
、そ
の

他
幾
多
の
小
商
工
業
者
及
び
二
千

九
百
戸
の
農
家
が
各
々
そ
の
分
野

に
亘
つ
て
活
動
し
、
都
内
有
数
の

生
産
及
び
集
散
地
た
る
こ
と
が
本

区
の
一
大
特
徴
で
あ
り
ま
す
。

凡
そ
生
活
と
文
化
の
向
上
、
そ

れ
に
産
業
の
振
展
と
地
方
自
治
の

振
興
が
公
民
館
等
の
中
心
活
動
に

俟
つ
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
従
つ
て
全
国

の
各
区
市
町
村
は
こ
ぞ
つ
て
、
そ

の
名
称
、
形
態
、
規
模
、
内
容
等

に
若
干
の
相
違
こ
そ
あ
れ
、
何
れ

も
そ
の
施
設
を
持
ち
、
住
民
が
そ

れ
ぞ
れ
福
利
恩
恵
に
浴
し
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
。
不
幸
に
し
て
我

が
足
立
区
に
は
こ
の
施
設
を
欠
き

住
民
の
福
利
と
区
の
進
展
の
た
め

誠
に
遺
憾
に
存
じ
ま
し
て
、
極
力

こ
れ
が
実
現
に
想
を
い
た
し
、
ま

た
一
部
区
民
や
方
々
の
御
協
力
も

得
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の

構
想
の
実
現
に
は
区
の
財
政
事
情

等
か
ら
い
た
し
ま
し
て
如
何
と
も

な
し
が
た
く
今
日
に
至
つ
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。然
か
し
、幸
い
に

も
各
方
面
か
ら
急
速
な
る
実
現
を

要
望
さ
れ
る
機
運
が
到
来
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
産
業

文
化
、
教
育
、
厚
生
を
中
心
と
し

た
次
の
よ
う
な
構
想
の
も
と
に
、

産
業
振
興
館
の
建
設
を
企
図
す
る

こ
と
と
相
成
つ
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。
も
と
よ
り
こ
の
建
設
に
要
す

る
費
用
は
莫
大
な
も
の
で
現
在
の

区
財
政
事
情
よ
り
み
ま
し
て
は
誠

に
困
難
な
実
情
で
あ
り
ま
す
が
、

足
立
区
の
現
状
と
将
来
と
に
深
く

考
え
を
い
た
し
、
こ
の
際
あ
ら
ゆ

る
区
費
の
節
約
を
図
り
、
こ
こ
に

足
立
区
百
年
の
計
を
た
て
る
に
至

つ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
然
か
し

な
が
ら
、こ
の
よ
う
な
大
事
業
を

急
速
に
実
現
す
る
に
は
非
常
な
困

難
と
支
障
と
が
あ
り
、
区
当
局
だ

け
で
は
到
底
完
成
が
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
に
区
民
各
位
の
総
力
の
結

集
と
努
力
と
に
よ
つ
て
こ
そ
初
め

て
完
成
す
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
本
建
設
の
趣
旨

を
御
了
承
下
さ
い
ま
し
て
、
我

々
の
又
自
分
自
身
の
産
業
振
興
館

建
設
と
し
て
、
区
民
の
皆
々
様
の

格
段
の
御
協
力
を
賜
わ
る
よ
う
切

に
念
願
い
た
す
次
第
で
あ
り
ま

す
。

事
業

概
要

1
.
　
敷
地
　
千
住
一
の
五
〇

2
　
構
造
　
鉄
筋
、鉄
骨
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
四
階
建

各
階
の
面
積

一
階
　
一
三
一
坪
六
八

二
階
　
一
四
六
坪
五
六

三
階
　
一
四
六
坪
五
六

四
階
　
一
一
一
坪
八
〇
五

計
　
延
五
三
六
坪
六
〇
五

構
造
計
画
に
つ
い
て
は
、
隣
接
区

庁
舎
が
将
来
耐
火
高
層
建
築
に
改

築
さ
れ
る
場
合
を
考
慮
し
、計
画

し
ま
し
た
。

建
物
は
白
色
リ
シ
ン
仕
上
げ
の
明

る
い
近
代
的
感
覚
を
も
つ
た
も
の

で
、
現
在
の
区
庁
舎
の
二
階
と
は

渡
廊
下
で
連
絡
で
き
る
よ
う
に
な

つ
て
お
り
ま
す
。

工
事
及
び
経
費

工
事
は
地
鎮
祭
前
か
ら
基
礎
工
事

に
着
手
し
て
お
り
竣
工
予
定
は
今

年
の
十
二
月
と
な
つ
て
お
り
ま
す

経
費
は
、

(
1
)
工
事
費
　
五
千
五
百
万
円

(
2
)
設
備
費
　
三
百
五
十
万
円

(
3
)
事
務
費
　
百
五
十
万
円

計
　

六
千
万
円

で
あ
り
ま
す
。

協
賛
会
の
役
員

会

長
　
　

田

島

武

長

副
会
長
　

市

川

忠

吉

〃
　
　

岡
田
新
右
ヱ
門

〃
　
　
海
保
幸
平

〃
　
　

神

山

広

〃
　
　

佐

藤

大

藏

〃
　
　

佐
々
木
芳
太
郞

会

計
　
　

宮

田

喜

平

〃
　
　

峰

定

雄

〃
　
　

岡

崎
十
止
雄

監

事
　
　

鯨

岡

兵

衛

〃
　
　
遠
田
漂
治

〃
　
　

中

村

吉

松

〃
　
　

高

島
駒
之
助

〃
　
　

浜

野

帰

一

一

階
事
務
室
、
会
議
室
、
相
談

室
、
試
験
研
究
調
査
室
、

食
堂
ホ
ー
ル
、
そ
の
他

商
談
そ
の
他
区
民
の
会
談
等

に
利
用
す
る
外
、
各
種
産
業

経
営
の
調
査
及
び
生
産
の
試

験
研
究
な
ら
び
に
区
民
の
生

活
相
談
(
法
律
、
戸
籍
、
商

工
、
税
務
、
金
融
、
結
婚
そ

の
他
)
等
で
、
産
業
の
振
興

と
生
活
指
導
に
重
点
を
お
く

な
お
区
民
が
気
軽
に
会
食
で

き
る
衛
生
的
な
食
堂
を
設
け

る
。

一 階 平 面 図
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二

階
展
示
会
場
(
式
場
)
、
日
本

間
、
化
粧
室
、
ベ
ラ
ン
ダ
、

そ
の
他

本
階
は
商
業
の
振
興
、
文
化

教
育
、
厚
生
等
の
た
め
の
設

備
で
主
と
し
て
展
示
会
、
見

本
市

、
即
売
会
、
各
種
品
評

会
、
そ
の
他
各
種
催
物
に
使

用
し
、
日
本
間
は
懇
談
会
及

び
結
婚
式
、
茶
の
湯

、
華
道

等
座
敷
を
必
要
と
す
る
も
の

に
利
用
す
る
。
な
お
展
示
会

場
と
日
本
間
と
は
間
仕
切
り

を
取
り
払
つ
て
大
ホ
ー
ル
と

し
て
併
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

三

階
ス
テ
ー
ヂ
、観
覧
席
、ホ

ー
ル
、
ベ
ラ
ン
ダ
。

文
化
教
育
等
の
振
興
を
主
と

し
た
各
種
講
習
講
演
会
、
演

劇
、
映
画
、
音
楽
、
舞
踊
等

の
開
催
に
使
用
す
る
も
の
で

音
響
照
明
等
に
特
に
考
慮
す

る
。

四

階
観
覧
席
、
映
写
室
、
ホ
ー

ル
、
ベ
ラ
ン
ダ
、
そ
の
他

三
階
と
一
体
を
な
す
。

そ
の
他
の
設
備

各
室
の
換
気
は
充
分
な
自
然

換
気
装
置
を
な
し
、
機
械
換

気
は
補
助
的
な
も
の
と
す

る
。
給
水
衛
生
設
備
は
水
洗

式
浄
化
槽
と
す
。
暖
房
設
備

は
将
来
隣
接
区
庁
舎
の
改
築

の
際
実
施
す
る
計
画
の
も
と

に
、
本
工
事
に
お
い
て
は
何

時
で
も
配
管
で
き
る
素
地
を

作
つ
て
置
く
こ
と
と
し
た
。

二 階 平 面 図

三 階 平 面 図四 階 平 面 図
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区
民
の
代
表
五
百
名
が
参
加

振
興
舘
地
鎮
祭
挙
行

足
立
区
永
年
の
懸
案
で
あ
つ
た
足

立
区
産
業
振
興
館
の
地
鎮
祭
は
、

去
る
六
月
二
十
五
日
午
后
二
時
か

ら
降
り
し
き
る
雨
に
も
拘
ら
ず
、

我
々
の
手
で
我
々
の
振
興
館
を
と

い
う
区
民
の
代
表
者
約
五
百
名
が

あ
つ
ま
つ
て
、
お
ご
そ
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
が
進
み
大
山
区
長
、
田
島
振
興
館

建
設
協
賛
会
々
長
の
鍬
入
れ
式

が
行
わ
れ
る
頃
に
は
、雨
脚
も
一

段
と
激
し
さ
を
加
え
て
き
ま
し
た

が
、
雨
降
つ
て
地
固
ま
る
と
い
う

た
と
え
を
ひ
い
て
、
振
興
館
の
建

設
に
つ
い
て
喜
こ
び
あ
つ
て
い
る

参
列
者
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

や
が
て
神
事
が
終
わ
り
大
山
区
長

田
島
会
長
の
挨
拶
、藤
来
区
議
会

議
長
、来
賓
代
表
鴨
下
都
議
の
祝

辞
が
あ
つ
た
後
、前
代
議
士
新
井
京

太
氏
の
発
声
に
よ
り
「
足
立
区
」

の
万
才
を
三
唱
し
午
后
三
時
十
分

式
を
終
え
ま
し
た
。

写
真
設
明

【
上
】
　
田
島
会
長
(
向
つ
て
右
)

と
大
山
区
長
の
鍬
入
れ
式

【
下
】
　
神
官
に
よ
る
降
神
の
儀

と
祭
壇

足
立
区
産
業
振
興
館
建
設
協
賛
会
々
則

第
一
条
　
本
会
は
足
立
区
産
業
振
興
館
建
設
協
賛
会
(
以
下
「
会
」

と
い
う
。
)
と
称
し
事
務
所
を
足
立
区
役
所
内
に
お
く
。

第
二
条
　
本
会
は
足
立
区
産
業
振
興
館
の
建
設
を
後
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

第
三
条
　
前
条
の
日
的
を
達
成
す
る
た
め
足
立
区
産
業
振
興
館
建
設

資
金
の
調
達
そ
の
他
必
要
な
後
援
を
行
う
。

第
四
条
　
本
会
の
会
員
は
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者
を
以
つ
て
組
織

す
る
。

第

五
条
　
本
会
の
会
員
は
次
の
通
り
と
す
る
。

一
　
正

会

員
　
　
一
万
円
未
満

二
　
特
別
会
員
　

一
万
円
以
上
一
〇
万
円
未
満

三
　
名
誉
会
員
　

一
〇
万
円
以
上

第
六
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

会
長
　
　
　
一
名

副
会
長
　
　

六

名

常
任
理
事
　

若
干
名

理
事
　
　
　
若
干
名

会

計
　
　
　

三

名

監

事
　
　
　

五

名

参

与
　
　
　

若
干
名

相
談
役
　
　

若
干
名

顧

問
　
　
　

若
干
名

第
七
条
　
会
長
及
副
会
長
は
創
立
総
会
に
お
い
て
推
薦
す
る
。

理
事
、
会
計
及
び
監
事
は
会
長
が
委
嘱
す
る
。

常
任
理
事
は
理
事
の
中
か
ら
互
選
す
る
。

参
与
、
相
談
役
及
び
顧
問
は
会
長
が
委
嘱
す
る
。

第
八
条
　
会
長
は
本
会
を
代
表
し
会
務
を
統
轄
し
、
会
議
を
招
集

し
、
か
つ
そ
の
議
長
と
な
る
。

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
会
長
事
故
あ
る
と
き
は
そ
の
職

務
を
代
理
す
る
。

第

九
条
　
理
事
は
常
任
理
事
と
協
力
し
重
要
な
会
務
を
処
理
す
る
。

会
計
は
会
の
出
納
そ
の
他
会
計
事
務
を
担
当
す
る
。

監
事
は
会
務
及
び
会
の
出
納
そ
の
他
会
計
事
務
を
監
査
す

る
。

第
十
条
　
本
会
の
会
議
は
役
員
総
会
及
び
常
任
理
事
会
と
し
必
要
に

応
じ
開
催
す
る
。

会
議
の
議
事
は
出
席
者
の
過
半
数
で
決
し
可
否
同
数
の
と

き
は
議
長
が
決
す
る
。

第
十
一
条
　
本
会
の
事
業
実
施
上
必
要
な
事
項
は
常
任
理
事
会
で
定
め

る
。

第
十
二
条
　
本
会
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
事
務
局
を
設
け
局
長
、
幹

事
及
び
書
記
若
干
名
を
お
き
区
職
員
の
中
か
ら
会
長
が
委

嘱
す
る
。

第
十
三
条
　
本
会
の
現
金
は
会
長
名
儀
を
以
て
銀
行
預
金
そ
の
他
の
預

金
と
す
る
。

第
十
四
条
　
本
会
の
事
業
が
終
了
し
た
と
き
は
収
支
決
算
書
を
作
成
し

役
員
総
会
の
承
認
を
得
て
会
員
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
十
五
条
　
本
会
は
決
算
報
告
を
終
つ
た
と
き
を
も
つ
て
解
散
す
る
。


